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煙主な内容
斬２０１１成人式
斬結婚を真剣に考えている方のための婚活イベント開催!!
斬野木町安全・安心見守りネットワーク
地域包括支援センターはこんなところです

斬お知らせ
・臨時職員候補者募集・嘱託員募集
・工事のお知らせ
・２２年分所得の申告相談
・野木町生活排水処理構想

斬広報連絡委員レポート
「花の６０代、成熟の７０代、楽しみの８０代

継続している夢への挑戦」
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（１／９ ２０１１成人式）

２頁
３頁
４頁
５頁

６頁
８頁
９頁
11頁

17頁



うさぎ年の
スタートダッシュ鎧

２０１１成人式



（3）

野木町若者の交流事業Vol.野木町若者の交流事業Vol.１１
☆結婚を真剣に考えている方のための婚活イベント開☆結婚を真剣に考えている方のための婚活イベント開催催！！！！☆☆
「真っ赤な恋の実を見つけよう「真っ赤な恋の実を見つけよう』』～野木町特産完熟トマト狩り体～野木町特産完熟トマト狩り体験験～～

・・・野木町は、あなたの・・・野木町は、あなたの 婚 活婚 活 を応援します！・・・を応援します！・・・

早春の野木町で、野木町特産の完熟トマト狩りを体験しながら交流を深め、１対１でのトークタ早春の野木町で、野木町特産の完熟トマト狩りを体験しながら交流を深め、１対１でのトークタイイ
ムやフリータイムでは軽食・ドリンクをとりながら楽しい時間を過ごし、素敵な恋のはじまりをサムやフリータイムでは軽食・ドリンクをとりながら楽しい時間を過ごし、素敵な恋のはじまりをサポポ
ートしますートします。。

◆実施日時◆実施日時 ３３月月５５日（土）日（土）
１２：３０～１７：０１２：３０～１７：０００頃頃

◆集合場所 野木町公民館（野木町役場敷地内◆集合場所 野木町公民館（野木町役場敷地内））
（下都賀郡野木町大字丸林５７１（下都賀郡野木町大字丸林５７１））

◆参加条件 男性 野木町在住在勤者◆参加条件 男性 野木町在住在勤者でで
２５歳以上４９歳以下の定職を持つ独身の方・・２５歳以上４９歳以下の定職を持つ独身の方・・・・２０２０名名

女性女性 ２５２５歳以上歳以上４０４０歳未満の学生でない独身の方・・歳未満の学生でない独身の方・・・・２０２０名名

◆参加費 男性◆参加費 男性 ４，０００４，０００円円
女性女性 ２，０００２，０００円円

◆応募方法 必要項目を明記してハガキ／ＦＡＸ／ＨＰから受◆応募方法 必要項目を明記してハガキ／ＦＡＸ／ＨＰから受付付
必要項目…①氏名 ②年齢 ③性別 ④職業 ⑤電話番号 ⑥住必要項目…①氏名 ②年齢 ③性別 ④職業 ⑤電話番号 ⑥住所所
⑦趣味・特技など簡単な自己Ｐ⑦趣味・特技など簡単な自己ＰＲＲ
※応募者多数の場合は、抽選となります※応募者多数の場合は、抽選となります。。
※友達と一緒に参加を希望する場合は、全員分の必要項目を記入し※友達と一緒に参加を希望する場合は、全員分の必要項目を記入し、、
一通でお申し込み下さい。（申込者全員をひとくくりとして抽選します一通でお申し込み下さい。（申込者全員をひとくくりとして抽選します））

※抽選結果は、２月２４日頃までに封書で通知します※抽選結果は、２月２４日頃までに封書で通知します。。

◆応 募 先 ハガキ 〒320-8531 とちぎテレビ営業部「野木町若者の交流事業」◆応 募 先 ハガキ 〒320-8531 とちぎテレビ営業部「野木町若者の交流事業」係係
ＦＡＸ 028-650-663ＦＡＸ 028-650-66311
とちぎテレビホームページ http://www.tochとちぎテレビホームページ http://www.tochigi-tv.jpigi-tv.jp//

◆募集期間 １月３１日（月）～２月２０日（日）※必◆募集期間 １月３１日（月）～２月２０日（日）※必着着

※ 詳細はお問い合わせください※ 詳細はお問い合わせください。。

◆問い合わせ先 政策課◆問い合わせ先 政策課 撒撒57-411357-4113
※ご応募頂いた個人情報は、「野木町若者の交流事業」運営にのみ使用します※ご応募頂いた個人情報は、「野木町若者の交流事業」運営にのみ使用します。。
他の目的に利用することはありません他の目的に利用することはありません。。

※テレビ番組の撮影はありません※テレビ番組の撮影はありません。。



さ
り
げ
な
い
見
守
り
で

高
齢
者
の
方
の
安
心
を
支
え
ま
す

町
で
は
、
野
木
町
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
協
力
し
て
高
齢
者
の
方
々
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
し

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
さ
り
げ
な
い

見
守
り
を
通
し
て
地
域
に
安
心
の
輪

を
広
げ
る
安
全
・
安
心
見
守
リ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

今
年
度
は
、
新
橋
区
・
友
沼
区
の

皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
安
全
・

安
心
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

月
１１

１３

日
、
新
橋
区
の
見
守
り
協
力
員
の
方

々
に
協
力
員
証
を
お
渡
し
し
、
野
木

町
で
の
本
格
的
な
運
用
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
つ
い
て
は
来
年
度
以
降
、

町
内
全
域
で
の
運
用
開
始
を
目
指
し
、

安
全
・
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ご
紹

介
を
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
見
守
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
ポ
イ
ン
ト

声
か
け
、
訪
問
な
ど
に
よ
る

日
常
の
安
否
確
認

○
新
聞
が
た
ま
っ
て
い
る

○
洗
濯
物
が
出
し
っ
放
し
に
な
っ
て

い
る

○
雨
戸
が
閉
ま
り
っ
放
し
に
な
っ
て

い
る

な
ど
日
常
の
気
付
き
か
ら
安
否
の
確

認
を
し
ま
す

異
変
を
発
見
し
た
場
合
の必

要
な
支
援

野
木
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
・
警
察
・
消
防
へ
の
連
絡
な
ど
協

力
員
の
方
が
で
き
る
範
囲
の
連
絡
支

援
を
し
ま
す

災
害
時
の
支
援

災
害
時
、
高
齢
者
の
状
況
確
認
・

避
難
協
力
な
ど
緊
急
時
支
援
を
し
ま

す

こ
れ
ら
の
見
守
り
を
通
し
て
、
地

域
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
支
え
合
い

の
仕
組
み
を
築
き
な
が
ら
関
係
機
関

と
連
携
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

を
目
指
し
ま
す
。

見
守
り
協
力
員

田
中
さ
ん

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
れ
ば

と
、
見
守
り
協
力
員
に
登
録
し
ま
し

た
。
初
め
は
声
か
け
を
す
る
だ
け
で

し
た
が
、
困
っ
た
と
き
に
は
連
絡
を

取
り
合
う
関
係
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
事
業
が
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。」

野
木
町
安
全
・
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
地
域
の
皆
さ
ん
と
地
域
包
活
支

援
セ
ン
タ
ー
・
町
な
ど
の
関
係
機
関

が
一
体
と
な
り
、
よ
り
素
晴
ら
し
い

制
度
と
な
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す

の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
７
３

５７

Ｓ
さ
ん

「
近
所
の
方
が
協
力
し
て
く
れ
る
の

で
、
非
常
に
助
か
り
ま
す
。
昼
間
は

人
が
少
な
く
な
る
の
で
、
こ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
機
会
に
地
域
の
交
流
を

深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。」
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野
木
町
安
全
・
安
心
見
守
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

町木町安全・安心見守りネットワーク
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野木町地域包括支援センター

お問い合わせ（ご相談）先
電 話 (５７)２４００
ＦＡＸ (５７)１１１７

場 所 野木町大字友沼５８４０番地１
野木町老人福祉センター（ホープ館）隣り

休業日 土・日、祝日、年末年始（１２月２９日から１月３日）
利用日時 午前８時３０分～午後５時１５分

※ただし、上記以外でも緊急の場合はご連絡ください。

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ地域包括支援センターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーは
こんなところです

高齢のみなさんの住み慣れた地域での生活を支えるために
ご本人やご家族、近隣の方からの相談をお受けします。

自立して生活できるよう支援します
例えば、健康や介護に不安がある…

○健康体操教室・口腔ケア教室などを通じて介
護予防に取り組んでいます。

○介護保険の要支援１・２と認
定された方の介護予防サービ
スの相談を受け、「介護予防サ
ービス計画」の作成やサービ
スが適切に提供されるように
調整します

なんでもご相談ください
例えば、不安やわからないことなどを

どこに相談するかわからない…
○高齢のみなさんやその家族、近隣に暮らす人
の介護に関する悩みや相談に対応したり適切
なサービスにつなげます。

○介護保険や福祉のサービスな
どの情報提供や関係機関の紹
介をします。

○心配事や悩み以外にも、健康
や福祉、医療や生活に関する
ことなどもご相談ください。

さまざまな方面からみなさんを支えます
例えば、さまざまな高齢者を支援する
サービスを知りたい…

○高齢のみなさんにとって、よ
り暮らしやすい地域にするた
めに、関係機関との連携、協
力体制を作り、地域における
資源（機関・団体・施設・サ
ービス等）を活用し、生活を
支援します。

みなさんの権利を守ります
例えば、金銭管理や契約に不安がある…

○高齢のみなさんが安心して暮らすために、皆
さんの持つ権利を守ります。

○成年後見制度や日常生活自
立支援サービスの紹介や消
費者被害の防止や対応をし
ます。

○高齢の方への虐待の早期発
見と防止をします。



臨
時
職
員
候
補
者
募
集

臨
時
職
員（
月

日
程
度
）の
候
補

１５

者
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
さ
れ
た
方
を「
候
補
者
」と
し

て
名
簿
に
登
載（
受
付
よ
り
２
年
間
）

し
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
そ
の
中
か

ら
臨
時
職
員
と
し
て
採
用
し
ま
す
。

採
用
す
る
場
合

・
職
員
に
出
産
休
暇
な
ど
で
欠
員
が

生
じ
た
場
合

・
そ
の
ほ
か
管
理
運
営
上
、
必
要
が

生
じ
た
場
合

募
集
期
間

随
時

応
募
方
法

履
歴
書（
写
真
付
）を
総
務
課
へ

※
有
資
格
職
種
は
、
資
格
証
等
の
写

し
も
併
せ
て
。

問
総
務
課

撒（

）４
１
５
８

５７

と
ち
ぎ
求
職
者
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
巡
回
相
談
会

求
職
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
の
就

職
や
生
活
・
就
労
相
談
、
キ
ャ
リ
ア

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
に
専
門
の
ス
タ

ッ
フ
が
対
応
し
ま
す
。

日

時

２
月

日（
木
）

１７

午
後
１
時
～
４
時

（
受
付
は
午
後
３
時

分
ま
で
）

３０

場

所

栃
木
市
勤
労
者
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー

栃
木
市
今
泉
町
１‐２‐７

相
談
内
容

①
再
就
職
に
関
す
る
こ
と

②
公
営
住
宅
、
生
活
資
金
、
職
業

訓
練
に
関
す
る
こ
と

③
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に

関
す
る
こ
と

※
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
適
職
診
断
も
可

④
賃
金
、
労
働
時
間
な
ど
労
働
条

件
に
関
す
る
こ
と

問
県
小
山
労
政
事
務
所

撒
０
２
８
５（

）４
０
３
２

２２

嘱

託

員

募

集

嘱
託
員
を
下
記
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。
詳
細
は
各
問
合
せ
先
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Inform
ation

お知らせ
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期 間
賃金
（円）

仕事内容職 種

６か月
以内

時給
７２０

一般行政事務補助
一 般
事 務

時給
８５０

保育業務
（保育士資格を有する者）

保育士

時給
９９０

保健指導、予防接種等補助
（保健師資格を有する者）

保健師

時給
９６０

予防接種等補助
（看護師資格を有する者）

看護師

＜２３年２月現在＞

図書館嘱託員学校補助事務員土木作業員野木町税等徴収嘱託員

２月１日～１８日
※最終日午後５時必着

募集期間

「
図
書
館
ニ
ュ
ー
ス
」（

）
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

○履歴書（写真貼付）
○運転免許証写し

提出書類 ○失業中であることを確認
できる書類（雇用保険受給資
格者証等）

図書室に係る事務、文書の
収受及び経理事務、他

道路・公園等維持管理作業
（道路・公園の補修、草刈等）

町税等の徴収・相談・指導等勤務内容

４月１日～翌年３月３１日
（継続あり・更新期間含め５年以内）

委嘱期間

月２２日以内
午前１０時～午後３時３０分
（休憩時間３０分含む）
原則月曜日～金曜日

１日７時間３０分
週５日
午前８時３０分～午後５時

１日７時間４５分
月１６日

勤務時間

時給７２０円日給７，７７０円月額 ２０万円以内報 酬
通勤手当支給手 当

３名（野木小１名・佐川野小
１名・南赤塚小１名）

１名２名募集人員

・応募された方を名簿に登録し、書
類・面接による選考のうえ採用

・書類・面接による選考選考方法

こども教育課撒（５７）４１８２都市整備課撒（５７）４１５５
税務課撒（５７）４１２４

撒（５７）４１４４
問合・申込先

P.14
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忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

電
子
証
明
書（
公
的
個
人

認
証
サ
ー
ビ
ス
）更
新

電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
は
発
行

の
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
で
す
。

３
年
が
経
過
す
る
と
自
動
的
に
失

効
し
、
以
後
、
電
子
証
明
書
を
使
用

し
た
電
子
申
請
・
届
出
に
使
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
く
に
は
、

「
更
新
手
続
き
」
が
必
要
で
す
。

【
更
新
手
続
き
方
法
】

受
付
場
所

野
木
町
役
場
住
民
課

受
付
時
間

午
前
８
時

分
～

３０

午
後
４
時

分
４５

（
土
日
祝
日
除
く
）

持
参
す
る
も
の

・
更
新
す
る
電
子
証
明
書
が
格
納
さ

れ
た
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
の
た
め
に
必
要
な
資
料

（
顔
写
真
付
の
公
的
な
証
明
書
…

例

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、

顔
写
真
付
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
等
）

・
発
行
手
数
料

５
０
０
円

※
顔
写
真
付
の
公
的
な
証
明
書
を

お
持
ち
で
な
い
場
合
、
郵
送
に

よ
る
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
の

で
、
手
続
き
完
了
は
後
日
と
な

り
ま
す
。

問
住
民
課

撒（

）４
１
２
６

５７

町長を交え自由に話し合え
る場として、月１回月曜日に
開催しています。
内容は、煉瓦窯の活用や税

金の話、農業後継者の話、有
機栽培のこと、ボランティア
に関する話、ホームページに
関する話など様々なご意見・
ご質問をいただきました。
その一端に触れていただく

ため、いくつか要約してご紹
介したいと思います。

生ごみ袋について

Q ワンサイズ小さい生ごみ
袋があると助かるのですが？

A 生ごみ袋については、大
きさの変更や材質の変更など
を検討しているところです。
金額や大きさなど、いろいろ
な課題が出ていますので、こ
れから検討していきたいと思
います。

野木町煉瓦窯の利活用について
Q 野木町煉瓦窯の修復を進
めていくとのことですが、利
活用についても考えた方がい
いのでは？

A 煉瓦窯活用検討委員会を
立ち上げ、利活用について協
議していきますが、マンデー
トークの中でもご意見を伺っ
ていきたいと思います。

道路の補修について
Q 道路の一部がへこんでい
て振動や騒音がひどいので、
直してもらえませんか。

A まず、現地を確認いたし
ます。そのままにはしておけ
ないので、補修を行っていき
たいと思います（現地確認後
直ちに補修をしました）。

情報発信について
Q 野木町のホームページも
何か特徴的なことをやった方
がいいのでは？

A リニューアルを検討して
いきたいと思います。具体的
には、「町長室」などのコーナ
ーを作り情報の発信を充実さ
せたいと考えています。

キラリと光る町について

Q 人の心も一流になるよう
に願っていますが？

A キラリと光るのは、人の
心も大切で、ぜひ人々をキラ
リと光らせたいと思っていま
す。 心を一流にするには、
自然などに感動する豊かな心
を育てることも大切ですし、
やさしい心で思いやる心と心
のつながりを作っていくこと
も必要だと思います。

特別養護老人ホーム について

Q 特別養護老人ホームを作
る予定はありますか？

A 地域密着型特養ホームを
作ろうと準備を進めていると
ころです。

若者の居場所について

Q 若い世代の地域活動参加
については？

A 若い方々が集まれる場所
も必要ですね。何か行事が企
画出来たらいいと思っていま
す。

〈みんなの広場～町長とマンデートーク～〉より
町民の声



「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」を

お
届
け
し
て
い
ま
す

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金

及
び
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方

に
保
険
料
納
付
実
績
や
年
金
の
見
込

額
な
ど
を
記
載
し
た
「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」
を
、
毎
年
誕
生
月
に
送
付
し

て
い
ま
す
。

通
知
す
る
内
容

【
節
目
年
齢
時（

歳・
歳・
歳
）の
方
】

３５

４５

５８

①
年
金
加
入
期
間
（
加
入
月
数
、
納

付
済
月
数
等
）

②

歳
未
満
の
方
に
は
加
入
実
績
に

５０応
じ
た
年
金
見
込
額
。

歳
以
上

５０

の
方
に
は
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
作

成
時
点
の
加
入
制
度
に
引
き
続
き

加
入
し
た
場
合
の
将
来
の
年
金
見

込
額
。（
既
に
年
金
受
給
中（
全
額

停
止
中
も
含
む
）
の
方
に
は
通
知

し
ま
せ
ん
）

③
保
険
料
の
納
付
額
（
被
保
険
者
負

担
分
累
計
）

④
年
金
加
入
履
歴
（
加
入
制
度
、
事

業
所
名
称
、
被
保
険
者
資
格
取
得

・
喪
失
年
月
日
等
）

⑤
厚
生
年
金
の
全
て
の
期
間
の
月
ご

と
の
標
準
報
酬
月
額
・
賞
与
額
、

保
険
料
納
付
額

⑥
国
民
年
金
の
全
て
の
期
間
の
月
ご

と
の
保
険
料
納
付
状
況
（
納
付
、

未
納
、
免
除
等
の
別
）

【
そ
の
他
の
方
】

上
記
①
～
③
に
つ
い
て
は
更
新
し

た
も
の
、
ま
た
⑤
及
び
⑥
に
つ
い
て

は
、
直
近
１
年
分
を
通
知
。

加
入
記
録
・
記
載
内
容
に
も
れ
や

誤
り
が
な
い
か
、
十
分
に
ご
確
認
い

た
だ
き
、
訂
正
が
あ
っ
た
場
合
、
同

封
の
「
年
金
加
入
記
録
回
答
票
」
に

て
回
答
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

問
ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

撒
０
５
７
０（
０
５
８
）５
５
５

（
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
）

撒
０
３（
６
７
０
０
）１
１
４
４

〈
受
付
時
間
〉

月
～
金
曜
午
前
９
時
～
午
後
８
時

第
２
土
曜
午
前
９
時
～
午
後
５
時

両
親
学
級（
パ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
）

マ
マ
だ
け
で
な
く
、
パ
パ
の
不
安

や
悩
み
に
お
答
え
し
た
り
、
同
じ
思

い
の
人
と
交
流
で
き
る
場
が
両
親
学

級
（
パ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
）
で
す
。

生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
に
優
し

い
気
持
ち
で
接
し
て
あ
げ
ら
れ
る
よ

う
、
こ
の
機
会
に
マ
マ
と
パ
パ
で
仲

良
く
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日

時

２
月

日（
土
）

１９

午
前
９
時

分
～

時

分

３０

１１

３０

場

所

町
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者
妊
婦
さ
ん
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

（
祖
父
母
・
上
の
お
子
さ
ん
も
参
加
可
）

内

容
○
講
話
「
親
の
役
割
に
つ
い
て
二

人
で
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
」

野
木
町
教
育
委
員
会
教
育
長

○
す
ぐ
に
役
立
つ
子
育
て
体
験

（
お
風
呂
の
入
れ
方
、
お
む
つ

の
あ
て
方
等
）

町
保
健
師

定

員

組
１５

申

込

２
月
１
日
～

電
話
も
し
く
は
来
所

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
７
１

５７

ベ
ビ
ー
の
た
め
の
タ
ッ
チ
ケ
ア

赤
ち
ゃ
ん
と
楽
し
く
ふ
れ
あ
い
な

が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
赤
ち
ゃ
ん
の
体

に
触
れ
る
こ
と
で
親
子
の
絆
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
ク
ラ
ス

を
通
し
て
育
児
中
の
マ
マ
た
ち
と
の

仲
間
作
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

時

２
月

日
、
３
月
８
日
、

２２

３
月

日（
火
）（
全
３
回
）

２２

午
後
１
時

分
～
３
時

３０

会

場

町
保
健
セ
ン
タ
ー

対

象

生
後
３
～
６
か
月
の
親
子

組（
町
在
住
）

１６

内

容

タ
ッ
チ
ケ
ア
、
お
し
ゃ
べ

り
タ
イ
ム
な
ど

申

込

２
月
１
日
～

電
話
ま
た
は
来
所

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
７
１

５７

Inform
ation

お知らせ

（8）

工
事
の
お
知
ら
せ

高良神社高良神社

問
上
下
水
道
課

撒（

）４
１
６
５

５７

下水道工事
３月下旬まで

下水道工事
３月下旬まで

問
都
市
整
備
課

撒（

）４
１
５
７

５７

道路改良工事
３月中旬まで



年
分
所
得
の
申
告
相
談

２２所
得
の
申
告
相
談
を
日
程
表
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

酸「
青
色
申
告
」「
譲
渡
所
得（
株
式
・

土
地
・
建
物
・
ゴ
ル
フ
会
員
権
等
）」

「
外
国
税
額
控
除
」「
先
物
取
引
所
得
」

「
損
失
申
告
」等
は
、
栃
木
税
務
署
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

酸
町
県
民
税
申
告
書
は
送
付
し
ま
せ

ん
（
パ
ソ
コ
ン
で
申
告
書
を
作
成
す

る
た
め
）。
必
要
な
方
は
、
税
務
課

に
備
え
付
け
の
も
の
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

酸

年
中
に
所
得
が
無
か
っ
た
方
で

２２
も
、「
国
民
健
康
保
険
税
等
の
課
税
や

軽
減
判
定
等
」ま
た
は「
所
得
証
明
」

な
ど
の
発
行
上
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の

①
印
鑑（
認
印
）

②
源
泉
徴
収
票（
原
本
）等
所
得
金
額

を
証
明
す
る
も
の

※
給
与
所
得
で
源
泉
徴
収
票
が
事
業

所
か
ら
交
付
さ
れ
な
い
方
は
、
栃

木
税
務
署
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

③
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
・
国

民
年
金
な
ど
の
領
収
書
ま
た
は
控

除
証
明
書
等

④
支
払
生
命
保
険
料（
一
般
・
個
人

年
金
保
険
料
等
）の
控
除
証
明
書

⑤
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方

額
医
療
費
の
領
収
書
、
補
て
ん
金

額
の
分
か
る
も
の（
領
収
書
を
集

計
し
て
）

⑥
障
が
い
者
控
除
を
受
け
る
方

額
障
が
い
者
手
帳
等

⑦
寄
付
金
控
除
を
受
け
る
方

額
寄
付
を
行
っ
た
際
の
領
収
書
等

⑧
地
震
保
険
料
控
除
を
受
け
る
方

額
地
震
保
険
料
及
び
旧
長
期
損
害

保
険
料
の
控
除
証
明
書

⑨
給
与・年
金
所
得
以
外
の
方

額
収
入
及
び
経
費
を
記
帳
・
計
算

し
た
も
の

⑩
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
方

額
本
人
名
義
の
通
帳
の
金
融
機
関

名
・
口
座
番
号

⑪
学
生
の
方

額
学
生
証

⑫
そ
の
他
参
考
と
な
る
も
の

※
営
業
、
農
業
、
不
動
産
所
得
等
の

あ
る
方
は
、「
収
支
内
訳
書
」
に
記

入
の
う
え
持
参
し
て
い
た
だ
か
な

い
と
、申
告
受
付
が
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
固
定
資
産
税
を
経
費
算
入

さ
れ
る
場
合
は
、「
固
定
資
産
税

土

地・家
屋
課
税
明
細
書
」を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

酸
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し

た
方
は
、
町
県
民
税
の
申
告
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

酸
病
気
や
身
体
の
不
自
由
等
の
理
由

で
来
庁
で
き
な
い
場
合
は
、
税
務
課

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

酸
所
得
税
の「
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
」の
適
用
要
件
や
必
要
書
類
等

に
つ
い
て
は
、
税
務
署
ま
た
は
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
確
定
申
告
等
情

報
）等
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課

撒（

）４
１
２
２

５７

お知らせ

（9）

日程表 （会場：役場新館２階大会議室）

自治会名等期日
本新田、下影、角新田午前２/１６

(水) 上羽ヶ田、中古屋、友下、友西午後
松原１午前２/１７

(木) 松原２、３午後

松原４東
午前２/１８

(金） 午後
松原４西午前２/２１

(月) 新橋西午後
新橋東午前２/２２

(火) 卯ノ木午後
野木１の１、１の２、２午前２/２３

(水) 野木３、４、５、６午後
野木原、野渡１、２の１、２の２午前２/２４

(木) 野渡３、４、５、６、富岡、陽光台午後
狐塚、矢畑、中根、御門、座又午前２/２５

(金) 行家、北斗午後
中之内、篠山午前２/２８

(月) 中谷午後
丸林東上午前３/１

(火) 丸林西上午後
丸林東中午前３/２

(水) 丸林西中１、２午後
丸林西中３、４午前３/３

(木) 丸林東下１、２、３午後
丸林東下４、５午前３/４

(金) ブルーミングガーデン（通称）午後
丸林西下、旧プレシーン午前３/７

(月) 佐川野午後
大塚午前３/８

(火) 潤島３午後
潤島２、４午前３/９

(水) 若林午後
芝山、潤島１午前３/１０

(木) 川田午後

町全域
※土・日を除く

午前３/１１(金)
～１５(火)午後
受付時間 午前９時～１１時

午後１時３０分～４時３０分



き
れ
い
な
水
の
た
め
に

浄
化
槽
の
適
切
な
維
持

管
理
を
お
願
い
し
ま
す

浄
化
槽
は
、
台
所
・
ト
イ
レ
・
洗

面
所
・
風
呂
場
な
ど
家
庭
か
ら
出
る

汚
れ
た
水
を
き
れ
い
に
し
て
放
流
す

る
生
活
排
水
処
理
施
設
で
す
。

正
し
い
使
い
方
と
適
正
な
維
持
管

理
を
行
え
ば
、
本
来
の
機
能
を
十
分

に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

使
い
方
を
誤
っ
た
り
、
維
持
管
理
を

適
切
に
行
わ
な
い
と
、
放
流
水
の
水

質
が
悪
化
し
た
り
、
悪
臭
が
発
生
し
、

逆
に
生
活
環
境
を
悪
く
す
る
原
因
と

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
浄
化
槽
の

維
持
管
理（
保
守
点
検
と
清
掃
）、法

定
検
査
が
浄
化
槽
法
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

問
生
活
環
境
課

撒（

）４
１
３
１

５７

県
浄
化
槽
協
会

撒
０
２
８（
６
３
３
）１
６
５
０

上
水
道
の
水
質
検
査
結
果

町
は
、
安
心
で
快
適
な
水
道
水
供

給
の
た
め
、
毎
月
上
水
道
の
水
質
検

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

水
道
法
に
基
づ
く
水
質
基
準
に
す

べ
て
適
合
し
て
い
ま
す
。

結
果
は
表
の
と
お
り
で
す
。

問
上
下
水
道
課

撒（

）４
１
９
４

５７

思
川
浄
水
場（
検
査
機
関
）

撒（

）０
０
３
８

５６

第
２
回
野
木
町
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会

第
２
回
野
木
町
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
が
次
の
と
お

り
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
会
議
は
公
開
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
一
般
の
方
も
傍
聴
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

日

時

２
月
５
日（
土
）午
後
２
時
～

場

所
野
木
町
役
場
本
館
２
階
大
会
議
室

問
都
市
整
備
課

撒（

）４
１
６
１

５７

Inform
ation

お知らせ

（10）

設置後の
水質検査

保守点検

清 掃

定期検査

浄化槽の使用開始後３カ月から８カ月の間
に(社)栃木県浄化槽協会が検査します。

機械の点検・調整・補修や消毒剤の補給
などを定期的に実施します。県又は宇都
宮市に登録された浄化槽保守点検業者に
委託してください。

浄化槽内にたまった汚泥を抜き取り、各
装置や附属機器類の洗浄・掃除（原則年１
回）を実施します。野木町の許可を受けた
浄化槽清掃業者に委託してください。
許可業者 カワベ産業撒（62)1987

野木衛生社撒（56)2283

浄化槽の維持管理が適正かどうか確認す
るために年１回実施します。県知事の指定
した業者に委託してください。
なお、浄化槽を廃止したときは、町生活

環境課に届出をしてください。

維持管理の流れ
唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

哀
哀

哀
哀

水質基準値愛宕公園馬場公園

100個/悪以下00一般細菌

検出されないこと不検出不検出大腸菌

10葵/渥以下2.262.65硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素

0.3葵/渥以下0.01未満0.01未満鉄及びその化合物

0.05葵/渥以下0.0050.005マンガン及びその化合物

200葵/渥以下12.013.4塩化物イオン

300葵/渥以下49.456.7カルシウム・マグネシウム等(硬度)

500葵/渥以下116122蒸発残留物

5葵/渥以下0.40.4有機物（全有機炭素（TOC）の量）

5.8以上8.6以下6.86.9ph値

5度以下00色度

2度以下0.05未満0.05未満濁度

1葵/渥以下0.60.6残留塩素

２２年１１月８日採取



野
木
町
生
活
排
水
処
理
構
想

町
で
は
汚
水
処
理
の
整
備
手
法
を

検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び

そ
の
結
果
を
「
野
木
町
生
活
排
水
処

理
構
想
」
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

概
要
は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

今
後
町
で
は
、
こ
の
構
想
を
基
に

下
水
道
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

計
画
の
詳
細
は
各
担
当
課
ま
た
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
御
覧
に
な
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

3
人
乗
り
自
転
車
貸
出
し

子
育
て
家
庭
に
対
す
る
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、
保
護
者
と
子
ど
も
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
３
人
乗
り

自
転
車
の
貸
出
し
を
行
い
ま
す
。

貸
出
対
象
者

臼
町
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
居

住
し
て
い
る
方

渦
貸
出
日
現
在
、
満
１
歳
以
上
６

歳
未
満
の
幼
児
を
２
人
以
上
養

育
さ
れ
て
い
る
方

③
３
人
乗
り
自
転
車
の
保
管
場
所

を
確
保
で
き
、
安
全
か
つ
適
正

に
維
持
管
理
で
き
る
方

利
用
料
金

○
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車

年
額
９
６
０
０
円

○
ギ
ア
付
自
転
車

年
額
６
０
０
０
円

申

込
２
月
１
日
～

日
１５

申
込
書
を
こ
ど
も
教
育
課
へ（
郵
送
可
）

申
込
書
用
紙
は
こ
ど
も
教
育
課
ま
た
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

【
持
参
】
土
日
祝
祭
日
除
く

午
前
９
時
～
午
後
５
時
受
付

【
郵
送
】

日
午
後
５
時
必
着

１５

※
台
数
に
限
り
あ
り
。

申
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
。

問
こ
ど
も
教
育
課
撒（

）４
１
８
３

５７

合
葬
墓
地
使
用
希
望
者
募
集
中

町
営
墓
地「
や
す
ら
ぎ
の
郷
野
木

霊
園
」内
合
葬
墓
地
の
使
用
希
望
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
墓
所
数

基
（
１
月

日
現
在
）

２８

１９

（
受
付
順
に
区
画
番
号
の

小
さ
い
方
か
ら
指
定
）

募
集
期
間

１
月
４
日
～

募
集
墓
所
基
数
に
達
し
た
時
ま
で

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

（
土
日
祝
日
除
く
）

申
込
要
件

１
世
帯
１
箇
所（
生
前
申
込
可
）

※
１
墓
所
内
に
１
個
の
骨
壺
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
夫
婦（
戸
籍
上
の
夫
婦
）

に
限
り
、
１
墓
所
内
に
そ
れ
ぞ

れ
の
骨
壺（
合
計
２
個
）を
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
使
用
権
は

年
間
で
す
。

２０

墓
所
使
用
料

万
円

１２

管
理
料

年
分
５
万
円（
一
括
）

２０

申
込
方
法

申
込
書
を
生
活
環
境
課
へ

※
詳
細
は
生
活
環
境
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課

撒（

）４
１
３
１

５７

お知らせ

（11）

備 考処理区名（区域名）事業種別
流域下水道（県が事業主体となって２
以上の市町村の下水道からの汚水を
集めて終末処理場で処理する。）へ接
続する市街地の下水道

野木（丸林、新橋、松原、潤
島、南赤塚、若林）
市街化区域内

流 域 関 連 公 共
下 水 道 事 業

集

合

処

理

区

域

流域下水道へ接続する非市街地の下
水道（農山漁村の生活環境改善や自然
公園区域などの公共用水域の水質保
全を図る。）

野木・野渡、友沼、潤島
市街化調整区域内

流 域 関 連 特 定
環 境 保 全 公 共
下 水 道 事 業

農業振興地域内において、農業用用
排水の水質保全、農業用用排水施設
の機能を維持または農村生活環境の
改善を図り、合わせて公共用水域の
水質保全に寄与する。

川西、佐川野
農 業 集 落 排 水
事 業（ 整 備 済 ）

野木・野木東工業団地
そ の 他 の
集 合 処 理

上記集合処理区域以外の区
域

合 併 処 理
浄 化 槽

個
別
処
理
区
域

※ 集合処理 下水道管をとおして集めた汚水を処理場で一括処理する方式
※ 個別処理 汚水を個別の合併処理浄化槽で処理する方式

問上下水道課撒（５７）４１４６（流域関連公共下水道・特定環境保全公共下水道事業）
産業課 撒（５７）４１５２（農業集落排水事業）
生活環境課撒（５７）４１３１（合併処理浄化槽）



（12）

Inform
ation

お知らせ

（12）

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

使
用
期
限
は
２
月

日
で
す
。

２８

期
限
を
過
ぎ
た
商
品
券
は
無
効
と
な
り

使
用
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
会
場
は
、
栃
木
商
工
会

議
所
大
ホ
ー
ル
で
す
。

開
設
期
間

２
月

日
～
３
月

日

１６

１５

受
付
時
間

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
土
日
は
開
設
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税

正
し
く
お
早
め
に
！

平
成

年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

２２

告
は
、
３
月

日
が
申
告
と
納
付
の

１５

期
限
で
す
。

申
告
書
は
ご
自
分
で
書
い
て
お
早

め
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
申
告
書
は

郵
便
等
で
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
ま
た
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
告
や
納
税
が

で
き
る
「
e
‐
T
a
x
（
国
税
電
子

申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）」
も
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
個

人
の
方
の
確
定
申
告
書
等
の
作
成
が

で
き
る
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
同
コ

ー
ナ
ー
で
作
成
し
た
デ
ー
タ
は
、
直

接
e‐T
a
x
に
送
信
で
き
ま
す（
事

前
手
続
が
必
要
で
す
。）。

e
‐
T
a
x
の
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
e
‐
T
a
x
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

】

で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
栃
木
税
務

署
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は

正
し
く
お
早
め
に
！

平
成

年
分
の
贈
与
税
の
申
告
は
、

２２

３
月

日
が
申
告
・
納
付
の
期
限
で

１５

す
。申

告
書
は
ご
自
分
で
書
い
て
お
早

め
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

振
替
納
税
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

納
税
に
は
安
全
・
便
利
な
振
替
納

税
を
お
勧
め
し
ま
す
。

振
替
納
税
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

①
指
定
し
た
金
融
機
関
の
口
座
か
ら

自
動
的
に
振
り
替
え
て
税
金
を
納

付
す
る
の
で
、
う
っ
か
り
納
期
限

を
忘
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

（
振
替
日
の
２
～
３
日
前
ま
で
に

は
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）。

②
納
税
の
た
め
に
現
金
を
持
ち
歩
く

必
要
が
な
く
、
安
全
で
便
利
で
す
。

③
振
替
納
税
を
ご
利
用
さ
れ
る
に
は
、

税
務
署
に
用
意
し
て
あ
る
「
預
貯

金
口
座
振
替
依
頼
書
兼
納
付
書
送

付
依
頼
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
ご
利
用
さ
れ
る
金
融
機
関
の

口
座
の
届
出
印
を
押
印
し
、
税
務

署
又
は
ご
利
用
さ
れ
る
金
融
機
関

に
提
出
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
す
。

な
お
、
一
度
ご
提
出
い
た
だ
け
れ

ば
、
以
後
の
納
税
に
も
継
続
し
て

ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

「
依
頼
書
兼
納
付
書
送
付
依
頼
書
」

の
様
式
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【http://w
w
w
.nta.go.jp

】

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方
の
振
替

日
は
、
申
告
所
得
税
は
４
月

日
、

２２

個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
は
４
月

日
で
す
。

２７

問
栃
木
税
務
署（
自
動
音
声
案
内
）

撒
０
２
８
２（

）０
８
８
５

２２

自
衛
隊
幹
部
・
曹
候
補
生

及
び
予
備
自
衛
官
補
募
集

幹
部
候
補
生

応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成

年
４

２４

月
１
日
現
在
、

歳
以
上

歳
未
満

２２

２８

の
方
（
細
部
条
件
に
よ
り
変
わ
り
ま

す
）

受
付
期
間

２
月
１
日
～
５
月
６
日

一
次
試
験
期
日
等

５
月

日
１４

曹
候
補
生

応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成

年
４

２４

月
１
日
現
在
、

歳
以
上

歳
未
満

１８

２７

の
方

受
付
期
間

２
月
１
日
～
５
月
６
日

一
次
試
験
期
日
等

５
月

日
２１

予
備
自
衛
官
補

応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成

年
４

２４

月
１
日
現
在
、
次
の
年
齢
に
該
当
す

る
方①

一
般

歳
以
上

歳
未
満

１８

３４

②
技
能

歳
以
上

歳
未
満

１８

５５

※
医
師・建
築
士
等
免
許
保
有
者・

語
学
能
力
保
有
者
等
、
保
有
技

能
に
よ
り
対
象
年
齢
が
変
わ
り

ま
す
。

受
付
期
間

１
月

日
～
４
月
６
日

１１

一
次
試
験
期
日
等

４
月
中
旬

（
別
途
連
絡
）

※
そ
れ
ぞ
れ
受
験
会
場
は
別
途
連
絡
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

撒
０
２
８
５（

）４
７
６
３

２５



思
川
浄
水
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

浄
水
場
電
気
設
備
定
期
点
検
の
た

め
、次
の
日
時
に
水
道
圧
力
が
低
下
す

る
地
域
が
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
。

日　

時　

２
月　

日（
木
）

１７

　
　
　
　

午
前
１
時
〜
５
時

問
思
川
浄
水
場　

撒（　

）０
０
３
８

５６

必
ず
チ
ェ
ッ
ク　

最
低
賃
金

　
　
 
使
用
者
も　

労
働
者
も

　

栃
木
県
最
低
賃
金
は
、
平
成　

年
２２

　

月
７
日
か
ら
１
時
間
６
９
７
円
に

１０改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

栃
木
県
内
の
６
つ
特
定（
産
業
別
）

最
低
賃
金
は
、
平
成　

年　

月　

日

２２

１２

３１

か
ら
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
塗
料
製
造
業
…
１
時
間
８
４
６
円

○
は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機
械 

　

器
具
、
業
務
用
機
械
器
具
製
造
業

　
　
　
　
　
　

…
１
時
間
７
８
９
円

○
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、 

　

電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器 

　

具
製
造
業　

…
１
時
間
７
８
９
円

○
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業

　
　
　
　
　
　

…
１
時
間
７
９
３
円

○
計
量
器
・
測
定
器
・
分
析
機
器
・ 

　

試
験
機
・
測
量
機
械
器
具
製
造
業
、 

　

医
療
用
機
械
器
具
・
医
療
用
品
製 

　

造
業
、
光
学
機
械
器
具
・
レ
ン
ズ 

　

製
造
業
、
医
療
用
計
測
器
製
造
業
、 

　

時
計
・
同
部
分
品
製
造
業

　
　
　
　
　
　

…
１
時
間
７
８
９
円

○
各
種
商
品
小
売
業

　
　
　
　
　
　

…
１
時
間
７
５
５
円

問
栃
木
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

撒
０
２
８（
６
３
４
）９
１
０
９

又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
へ

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
視
聴
の
た
め
の

低
所
得
世
帯
へ
の
支
援

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ま
だ
視
聴
で

き
な
い
低
所
得
世
帯
に
対
し
て
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
簡
易
な
チ

ュ
ー
ナ
ー
（
１
台
）
の
無
償
給
付
な

ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対　

象

　

①
生
活
保
護
世
帯
な
ど
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ

　
　

放
送
受
信
料
が
全
額
免
除
の
世
帯

　

②
市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

※
支
援
の
内
容
は
対
象
世
帯
に
よ
っ

　

て
異
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ

　

ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
へ
の
支
援

撒
０
５
７
０
‐
０
３
３
８
４
０

　

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
支
援

撒
０
５
７
０
‐
０
２
３
７
２
４

市

民

公

開

講

座

　

小
山
歯
科
医
師
会
主
催
に
よ
る
医

療
・
介
譲
従
事
者
、 

医
療
・
介
護
関

係
の
学
生
、
一
般
住
民
の
方
を
対
象

と
し
た
公
開
講
座
。

日　

時　

２
月　

日（
日
）

２７

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

会　

場　

小
山
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

小
ホ
ー
ル

演　

題

　

え
ん
下
（
飲
み
込
み
）
障
が
い
と
肺
炎

　

〜
生
涯
食
事
を
口
か
ら
食
べ
る
に
は
〜

講　

師　

小
山
市
民
病
院
耳
鼻
科

　
　
　
　
　
　
 
金
沢 
英
哲　

先
生

国
際
医
療
福
祉
大
学
保
健
医
療
学
部

　
　
　

准
教
授　

柴
本 
勇　

先
生

事
前
申
込
不
要

問
小
山
歯
科
医
師
会

　
　
　

撒
０
２
８
５（　

）５
９
５
４

２２

　
　
　

（
平
日
の
正
午
〜
午
後
４
時
）

　

小
山
市
健
康
増
進
課

撒 
０
２
８
５（　

）９
６
０
７

２２

東
京
電
力
か
ら
の
お
願
い

　

近
年
、
送
電
線
に
農
事
用
ビ
ニ
ー

ル
等
が
付
着
す
る
事
故
が
多
発
し
て

お
り
ま
す
。
大
規
模
停
電
事
故
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
高
く
、
た
い
へ
ん

危
険
で
す
。

　

農
作
業
が
ご
多
忙
の
お
り
恐
縮
で

は
あ
り
ま
す
が
、
強
風
や
突
風
の
予

報
が
で
た
場
合
は
事
前
に
ご
使
用
中

の
農
事
用
ビ
ニ
ー
ル
等
を
今
一
度
点

検
す
る
な
ど
舞
い
上
が
り
（
飛
散
）

防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

大
規
模
な
停
電
事
故
は
多
く
の
皆

さ
ま
へ
の
ご
迷
惑
と
な
る
ば
か
り
で

な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
人
命
に
か

か
わ
る
ほ
ど
の
影
響
が
で
て
し
ま
い

ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
東
京
電
力 
栃
木
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー

撒
０
１
２
０（
９
９
５
）１
１
２

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」

無

料

相

談

　

県
司
法
書
士
会
で
は
、
２
月
を

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月

間
」
と
定
め
、
つ
ぎ
の
と
お
り
無
料

相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

相
続
登
記
を
は
じ
め
、
遺
言
・
遺

産
分
割
協
議
な
ど
相
続
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
い
ま
す
。

期　

間　

２
月
１
日
〜　

日
２８

　
　
　
　

（
土
日
祝
日
除
く
）

場　

所　

県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

相
談
無
料

問
県
司
法
書
士
会
事
務
局

撒
０
２
８（
６
１
４
）１
１
２
２

お知らせ
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貸出カードの更新
　住所や電話番号などに変更があっ
た方は、カウンターに申し出てくだ
さい。

ブックポスト
　休館日・閉館後は、返却ポストに
本を返してください。ＣＤ・ビデオ・
カセット等は、入れないでください。
　開館中は、カウンターに返してく
ださい。

おはなし会
☆グレース森
　２月４日（金）
　　１１：００～１１：３０
　　♪絵本よみきかせ　
　　♪エプロンシアター
　　対象：幼児

☆ピノキオ
　２月８日（火）１５日（火）２２日（火）
　　１１：００～１１：２０
　　♪絵本よみきかせ
　　♪手あそび
　　対象：幼児

　２月１９日（土）
　　１４：００～１４：３０
　　♪絵本よみきかせ
　　♪手あそび　♪工作
　　対象：幼児～小学校低学年

※場所は１階おはなしコーナーです。
※対象は目安ですので、お気軽にご
　参加ください。

こども映画会

「王様の剣」

日　時　２月２６日（土）
　　　　午後２時～３時２０分
会　場　２階ホール
対　象　５歳以上

　学校移動図書館巡回日程
　ひまわり号で、各小学校を巡回し
ています。一般の方も貸し出しがで
きますのでご利用ください。
　ただし、児童書が中心でビデオテ
ープの貸し出しは行っていません。
２/９　友沼小　　13:00～14:00
２/１０　新橋小　　12:50～13:35
２/１６　南赤塚小　13:00～14:00
２/１７　佐川野小　13:05～13:50
２/２４　野木小　　13:00～14:00

新着図書案内
＜一般書＞
○歌舞伎町セブン　　　（誉田哲也）
○風のなかの櫻香　　　（内田康夫）
○つるかめ助産院　　　　（小川糸）
○地のはてから　上・下
　　　　　　　　　　　（乃南アサ）
○バラはだんぜん無農薬
　　　　　　　　　　　（築地書院）
○女ぎらい　　　　　（上野千鶴子）
○上海時間旅行　　　（山川出版社）
○パーマカルチャー菜園入門
　　　　　　　　　　（家の光協会）
＜児童書＞
○瑠璃色の星　　　　　（山崎直子）
○いっぽんくんのひとりごと
　　　　　　　　　　　（角野栄子）
○カタツムリはサーカス名人？
　　　　　　　　　　　　（文溪堂）
○どんぐりむらのぼうしやさん
　　　　　　　　　（学研教育出版）
○おおきな木　　　（あすなろ書房）

好評でした

～本のリサイクル市～
　恒例となった町図書館の「本のリ
サイクル市」が１２月１１日から１５日ま
での４日間、図書館で開かれました。
　これは、毎年寄贈された本や廃棄
となってしまう本の有効活用を目的
として、来館した希望者に無料でお
分けしているものです。
　初日は町内者のみで、１人５点ま
での制限がありましたが、２日目か
らは制限がなくなり、最終的には２
８２人の方が合計２５８１点の本を持ち帰
られました。
　このほか、小中学校やエニスホー
ルにも合計１２５点が提供されました。

野木町図書館事務嘱託員の募集
　町図書館では、平成２３年４月１日
から勤務できる図書館事務補助の嘱
託員を募集します。
１勤務内容　図書館事務補助員
　　　　　　（図書の貸出・返却、
　　　　　　  資料整理等）
２報　　酬　月額８６，４００円
３手　　当　通勤手当支給
　　　　　　（町職員に準じる）
４雇用期間　１年間

　　　（更新期間含め５年以内）
５勤務時間等　原則火曜日～日曜日
　　　　　　午前９時１５分～
　　　　　　午後６時（原則）
　　　　　　（月１５日、土日勤務有り）
６採用人数　若干名
　　　　　   （応募された方を名簿
　　　　　　に登録し、その中から
　　　　　　面接選考のうえ採用し
　　　　　　ます。）
７勤務場所　野木町立図書館
８申込期間　２月５日～２月２０日
　及び申込先　（月曜日を除く）
　　　　　　午前９時３０分～午後６時
　　　　　　野木町立図書館
９提出書類　履歴書（写真添付）
　　　　　　※司書有資格者は
　　　　　　　資格証等の写し

問野木町立図書館　　　撒（５７）２８１１
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見てみよう やってみよう外外 

公民館まつり 
　公民館で活動している団体やサー
クルの活動を見たり、実際に体験し
たりしてみませんか。何か趣味を持
ちたいと思っている方、ぜひご来場
ください。
日　時　２月１９日（土）、２０日（日）
　　　　午前９時～午後４時
会　場　町公民館
入場無料

※そば打ち体験には料金が１組（２ 
　～４人）１，０００円かかります。
　また、事前に申込みが必要になり 
　ますので、２月１日～１０日までに 
　町公民館窓口までお越しください。
※内容変更の場合もあります。

問町公民館　　　　　　撒（５７）４１７７

パソコンサロン

　ボランティアによる初心者対象パ
ソコン相談室を開催しています。
日　時　２月１０日（木）
　　　　午後１時～４時
　　　　２月１９日（土）
　　　　午前９時３０分～１１時３０分
会　場　町公民館２階第４研修室
申込不要
※日程変更もあります。公民館掲示 
　板で確認するか、お問い合わせく 
　ださい。

問町公民館　　 　　 　 撒（５７）４１７７

町民の集い

　四国遍路が密かなブームとなって
います。
　「お接待」とか「同行二人」などよ
く聞くことばですが、どのようなこ
となのでしょう？
　実際に歩いて感じたことを話して
もらいます。皆様のご参加をお待ち
しています。
講　師　社会教育指導員
　　　　山中　詔八　氏
演　題　「四国遍路を体験して」
日　時　２月２６日（土）
　　　　午後１時３０分～
　　　　（受付午後１時～）
会　場　町公民館　第１.２研修室
定　員　先着１００名位
入場無料・申込不要
主　催　野木町女性団体連絡協議会

問生涯学習課　　　　  撒（５７）４１７７

元気の出るスポーツクラブのぎ 

ストレッチヨガ教室
　ヨガの呼吸法と併せてストレッチ
を行い、「楽しみながら身体と向き合
う気持ちよさ」を感じてもらう教室
です。
日　時　２月１６日～３月１６日
　　　　毎週水曜日（全５回）
　　　　午後１時３０分～３時

会　場　町公民館２Ｆ　視聴覚室
参加料　クラブ会員　１０００円
　　　　非会員　　　１５００円
定　員　先着２０名
講　師　ＹＰＳＩ公認インストラクター
　　　　染野智子さん
持ち物　運動のできる服装、タオル、
　　　　飲み物、ヨガマット（バス
　　　　タオルでも代用可）
申込期間　２月１日～
　　　　　（定員になり次第締切）
申込方法　参加料を添え
　　　　　町生涯学習課へ
問生涯学習課　　　　　 撒(５７)４１８７

ミックステニス大会

日　時　３月６日（日）（予備１４日）
　　　　午前８時３０分～
会　場　町総合運動公園
資　格　町在住在勤者・連盟登録者
種　目　ミックスダブルス
　　　　（リーグ戦後トーナメント）
参加料　１組　２０００円（当日）
申込期限　２月２５日

問黒田俊之　　　　　　撒（５４）１１２１

テニス女子 
オープンさくら大会

日　時　３月１６日（水）（予備１７日）
　　　　午前８時３０分～
会　場　町総合運動公園
種　目　女子ダブルス
　　　　（リーグ戦後トーナメント）
申込期限　２月２５日

問鹿野豊子　　　　　　撒（５７）９１４１

バレーボール冬季大会

期　日　２月２７日（日）
会　場　町体育センター
資　格　町在住在勤者
種　目　一般男女６人制
　　　　婦人９人制
参加料　１チーム　１０００円
　　　　※初参加は登録料３０００円
申込期限　２月２２日

問鈴木智恵子　　　　撒（５７）２４７６
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　 ULTUREC

　 PORTSS

模擬店芸能体験部門展示体験部門
　

カレーライス

（１９日のみ）
 

そば打ち体験

（２０日のみ）
 

もちつき体験

ポップコーン

わたあめ

　

フラメンコ

三味線

フォークダンス

歌　謡

民踊舞踊

茶　道

フラダンス

ピアニカ

コーラス

　

俳　句

アメリカンフラワー

生け花

水墨画

組み紐

写　真

ちぎり絵

押し花

書　道

パソコン

お手玉作り

家計プラン体験

フラワーアレンジ

水彩画

紙工作　



三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

古
河
市

算
「
永
井
路
子
の
戦
国
女
性
列
伝
」

　

２
０
１
１
年
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
「
お
ご
う
」
を
主
人
公
と
し
た

『
乱
紋
』
を
中
心
に
、
戦
国
時
代
の
女
性
を
描
い

た
作
品
の
数
々
を
紹
介
し
ま
す
。

期　

間　

５
月　

日
（
木
）
ま
で

２６

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　

（
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で
）

３０

会　

場　

古
河
文
学
館

　
　
　
　

（
中
央
町
３
‐　

‐　

）

１０

２１

入
館
料　

２
０
０
円

休
館
日　

原
則
と
し
て
、
月
曜
日
・
国
民
の
祝
日

　
　
　
　

の
翌
日
・
年
末
年
始
、
毎
月
第
４
金
曜

　
　
　
　

日
（
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

問
古
河
文
学
館　
　
　
　
　
　

撒（　

）１
１
２
９

２１

加
須
市

算
「
お
お
と
ね
童
謡
の
ふ
る
里
室
」
で　
 

 　
　

音
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

　

「
た
な
ば
た
さ
ま
」・「
野
菊
」
な
ど
数
多
く
の

童
謡
や
、
平
成　

年
９
月
現
在
で　

都
道
府
県
４

２２

４４

２
１
校
の
校
歌
を
作
曲
し
た
市
の
偉
人
で
あ
る
音

楽
家
・ 
下
總
皖
一 
の
展
示
室
で
す
。

し
も
お
さ
か
ん
い
ち

　

全
国
校
歌
マ
ッ
プ
や
校
歌
の
視
聴
、
自
筆
の
校

歌
の
楽
譜
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

開

館

日　

土
・
日
・
祝
日

開
館
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

問
【
平
日
】
大
利
根
教
育
事
務
所

　
　

撒
０
４
８
０（　

）１
３
２
３

７２

   
【
土
・
日
・
祝
日
】

　
　
　
　
　

お
お
と
ね
童
謡
の
ふ
る
里
室

　
　
　
　
　
　

（
大
利
根
水
防
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

撒
０
４
８
０（　

）２
９
９
０

７２
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　高齢化社会、新しい夢、私は５年前に、新たな挑戦はもう無理なのかな？　…

と思っていた時、自分は今でも青春を貫いているよ！　と６５歳の大先輩から言

われ、複雑な気持ちでした。（年老いた青春て？どんな青春？）でも先輩は輝いた

顔で楽しく、自論を唱えはじめました。人は新しい事に挑戦し続けている間は、

７０歳でも８０でもそれが人生の青春さ、いつまでも輝いていられる、年が若いだけ

が青春じゃない！　と言い切りました。

　…少し時間が過ぎ、私も強くその思いを理解したい気持ちに駆られました。

先の見えない経済戦争の中で、迷い続けていた自分にとって、また夢が見られる

のかと思った瞬間、前が明るく見える様な気がしました。

　生まれ育った、まさしく水と緑と青い空の野木町、考え一つで最良の環境です。

そう思うと、思い出は全て楽しかった事ばかり、辛かった事は忘れたのか、あま

り思い出にありません。

　夢への志を新たにして、５年間、人生そう思うようには行かないものです。一

進一退、でも５年前からはっきりと違っていることは、夢を持ち続けていること

で、生きることそのものが楽しい

ということです。

　苦しくっても楽しい、これが今

の私の人生です。

　年を取って夢を見ることが出来

ないと思っている人が沢山おりま

すが、年を取った人の方が多くの

夢が見られる様な気がします。ド

ロ沼人生からはい上がる快感、色

々な夢へ挑戦する喜び、今の日本

だから味わえる特権でしょうか？

　私は３年前から赤塚分館の行事

にも参加するようになり、やはり

この世界にも喜びがありました。

みんなと歩くウォーキング、ボウ

リング、先日は熱気球に乗って、多

少なりとも空からわが野木町を眺め、楽しく語り合うことが出来ました。人生

とはみんなで楽しむものだと私はこのとき強く思いました。

　この１年間にも小さな出会いの中に大きな喜びがたくさんありました。

　…明日と言う日が楽しみです！　楽しく生きようと思う人が増えればわが野

木町も…　きっと最良の理想の町になっていくことでしょう！

花の６０代、成熟の７０代、楽しみの８０代
継続している夢への挑戦



PLAYLOT～遊び場～
新橋児童館・あかつか児童センターのイベント情報

新橋児童館　℡(57)9155　　あかつか児童センター　℡(54)1440

恭新橋児童館

算お話ししましょ外

　お子さんを囲んで、みんなで楽
しいお話に花を咲かせましょう。
　お母さんのストレス発散間違い
なし鎧
日　時　２月４日（金）
　　　　午前１０時３０分～正午
対　象　幼児と保護者
参加無料
申込方法　当日直接児童館へ

算親子で３Ｂ体操鎧

　小さなお子さんを持つお母さん
たちに、とっても喜んでいただい
ています３Ｂ体操外　毎回アット
ホームな雰囲気の中で体を動かし
ていますので、まだのお母さんは
ぜひこの機会にチャレンジしてみ
てください。
日　時　２月５日（土）・１９日（土）
　　　　午前１０時３０分～１１時３０分
対　象　幼児と保護者
参加料　１組５００円（講師料として）
申込方法　当日直接児童館へ

算楽しいクッキング

　節分にちなんで《恵方まき》を
作りますよ～。でも児童館オリジ
ナル《恵方まき》は普通の《恵方
まき》とはちょっと違う。《１０ｍの
恵方まき》に挑戦鎧
日　時　２月１２日（土）
　　　　午前１０時～正午
対　象　小学生・幼児と保護者
参加料　１組１５０円（材料費として）
申込方法　代金を添えて児童館へ
　　　　　２月１０日午後５時締切

算ママの時間

　プラバンキーホルダー作り第２
弾！　可愛いわが子のために愛情
たっぷり手作りプラバンキーホル
ダーを作りませんか？
日　時　２月１８日（金）
　　　　午前１０時３０分～正午
対　象　幼児と保護者
参加料　１００円（材料費として）
申込方法　代金を添えて児童館へ

算おはなし・おはなし

　女の子の節句《紙ひな祭り紙》そ
んなお祝いにちなんだ楽しいことが
盛り沢山な１時間外最後にお雛さ
ま・お内裏さまに変身して写真を撮
っちゃうよ。お楽しみに…
日　時　２月２５日（金）
　　　　午前１０時３０分～１１時３０分
対　象　幼児と保護者
参加無料
申込方法　当日直接児童館へ

恭あかつか児童センター

算折り紙教室

　２枚の折り紙でクルクル遊びをし
ます。
　作り方はとっても簡単、遊べば楽
しいおもちゃをつくろう鎧
日　時　２月１日（火）
　　　　下校後
対　象　全児童と保護者
参加無料　直接児童センターまで来 
　　　　　てください。

算工作教室

　廃材を使って楽しくリサイクル工
作をします。何を作るかはお楽しみ…
日　時　２月１５日（火）～１７日（木）
対　象　全児童と保護者
参加無料　直接児童センターまで来 
　　　　　てください。

算縄跳び大会 ＆ 体育館で遊ぼう鎧

　子どもは風の子…。寒い冬も児童
センターの体育館で、思いっきり遊
びましょう。
　縄跳び大会もやります。いろんな
飛び方をセンターの先生にも教えて
ね樺
日　時　２月１９日（土）
　　　　午前１０時３０分～正午
対　象　小学生以上
参加無料
申込方法　２月１６日までに児童セン
　　　　　ターへ（電話可）

算ぴよぴよぐみ

　トコトコペンギンを作ってゆった
りと遊びましょう。
　ママ友作りにも最適…。是非ご参
加ください。
日　時　２月２１日（月）
　　　　午前１０時３０分～１１時
対　象　０歳～１歳６カ月の親子
参加無料・受付随時

算デコっちゃお鎧

　今年度最後のデコっちゃお鎧は、

≪ポーセラーツ≫です。

　真っ白な食器にシールで素敵にデ

コレーションをしてオリジナル食器

を作ります。

日　時　３月４日（金）

　　　　午前１０時３０分～正午

対　象　幼児と保護者　　１５組限定

参加料　５００円

申込方法　２月１６日～児童センター

　　　　　へ（電話不可）

　　　　　定員になり次第締切

恭合同イベント

算プラネタリウムへＧＯ鎧

　宇都宮市のわくわくグランディ科

学ランドへ行きます。

　展示場で遊んだり、プラネタリウ

ムを見たり、冬の楽しい１日を親子

で、お友達と過ごしましょう。もち

ろん１人で参加しても心配いりませ

んよ鎧

日　時　２月２６日（土）

　あかつか児童センター

　　　　　　　８：５０　集合

　　　　　　　９：００　出発

　　　　　　　１５：１５　解散予定

　新橋児童館　９：００　集合

　　　　　　　９：１０　出発

　　　　　　　１５：３０　解散予定

対　象　全児童と保護者

　　　　（幼児は保護者同伴）

参加料　幼児（０～３歳）　　５００円

　　　　小人（４歳以上）１，８００円

　　　　大人（高校生以上）  １,１００円

申込方法　２月１日～

　　　　　あかつか児童センター

　　　　　または新橋児童館へ（電話不可）
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ごっこ遊び

　子どもは日常生活で目にするものや、耳に

することはすぐに覚えて真似をするのが得

意です。身近にいる大人や親、憧れのアニメ

のヒーロー、時には動物だったりと自分の興

味や関心があるものの行動や会話を真似し

ています。そのような真似から始まるのが

「ごっこ遊び」です。ごっこ遊びは、自分と

は違う人や物に変身するところから遊びが

始まり、そして、そこには子どもの世界が広

がっています。

　保育所でもお友だちが２，３人集まるとごっ

こ遊びが始まります。「わたしはお母さんね。

○○ちゃんは赤ちゃんね！」「じゃあ、ぼくは

お兄ちゃん。」など役決めをします。時には、

お母さんが大勢いたり、犬だらけの家族だっ

たりしますが、そんなこと子どもにとっては

気になりません。お友だち同士の会話のや

り取りや、その役になりきっていることが楽

しいのです。そして、子ども同士の会話に耳

を傾けてみると、とても面白い会話が展開さ

れています。「お兄ちゃん、忘れ物はない？」

「今日は病院にいくので３時頃お迎えに来

ますね。」「もう、返事だけはいいんだけどね

ー。」とこちらが思わずドキッとしたりクス

ッと笑ってしまうくらいの、大人がしている

何気ない行動や会話までも真似をしていて、

子どもの観察眼には驚かされます。

　ぜひ、子どもが繰り広げれるごっこ遊びの

中に飛び込んでみてはいかかでしょうか？

きっと今まで気づかなかった子どもの気持

ちが見えてくるかもしれませんよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　丸林保育所保育士　村越裕美

ヘルスメイト（食生活改善推進員の愛称）の 

おすすめメニュー！ 

乳製品を使った、バレンタインにぴったりなメ

ニューを紹介します。

ティラミス
　　　　　　　　　　　　　　

                                        （1人分）

　　　　　　　　　　　　　エネルギー

                                                       246kcal

　　　　　　　　　　　　　タンパク質 4.9g

　　　　　　　　　　　　　脂質13.1g

　　　　　　　　　　　　　カルシウム32mg

　　　　　　　　　　　　　塩分0.3g

算材料（８人分）

クリームチーズ（室温に戻す）…１７５ｇ

生クリーム…１００cc

砂糖…３０ｇ

ラム酒…小さじ１

カステラ（２cm厚さ）…４枚

インスタントコーヒー…大さじ３強

ココアパウダー…少々

算作り方

①カステラを半分の厚みに切って、器に並べる。

②インスタントコーヒーを水（１５０cc）で溶き、 

　カステラに塗ってしみこませる。

③クリームチーズをポマード状に練る。

④生クリームに砂糖を加え、６分立てにする。

⑤クリームチーズにラム酒と生クリームを加え 

　なめらかにする。（※柔らかい方が良い）

⑥①のカステラに⑤のクリームをのせる。

⑦茶漉しでココアをふって、出来上がり。

〈ひとこと〉

　このメニューは、１２月の「ヘルシークッキン

グ講座」で作ったものです。

　もうすぐ、バレンタイン♪ぜひ、作ってみて

ください。

食生活改善推進員会
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医
療
機
器　

点
寄
贈

１１

　

友
愛
記
念
病
院
を
経
営
す
る
茨
城

県
生
活
協
同
組
合
様
よ
り
、
高
圧
蒸

気
滅
菌
器
や
デ
ジ
タ
ル
身
長
計
な
ど

医
療
関
係
機
器　

点
を
町
に
ご
寄
贈

１１

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

月
３
日
来
庁
さ
れ
た
同
組
合
の

１２
横
塚
安
𠮷
理
事
長
ら
３
名
の
方
々
よ

り
、「
野
木
町
か
ら
の
来
院
者
も
多
く
、

医
療
以
外
の
面
で
も
町
民
の
お
役
に

立
て
れ
ば
」
と
、
真
瀬
宏
子
町
長
に

目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
地

域
の
保
健
衛
生
・
健
康
づ
く
り
の
向

上
に
広
く
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

災
害
に
備
え
て

　
　

月　

日
、
新
橋
地
区
に
お
い
て
、

１２

１１

地
震
災
害
を
想
定
し
た
自
主
防
災
総

合
実
習
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
に
続
い
て
２
回
目
の
訓
練
で

し
た
。

　

こ
れ
は
、
災
害
時
に
備
え
関
係
住

民
が
迅
速
な
伝
達
と
避
難
方
法
を
確

認
し
、
各
訓
練
を
通
し
て
災
害
に
対

し
万
全
を
期
す
る
こ
と
、
ま
た
防
災

意
識
の
高
揚
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
区
役
員
が
主
体
と
な
り

関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
、
各
種
訓

練
等
を
行
い
ま
し
た
。
町
・
消
防
団

本
部
分
団
が
広
報
巡
回
を
行
い
、
住

民
約
２
８
０
人
が
新
橋
小
学
校
に
避

難
、
消
防
野
木
分
署
員
の
指
導
の
も

と
「
防
災
D
V
D
の
鑑
賞
」「
炊
き
出

し
」「
起
震
車
体
験
」「
消
火
」「
搬
送
」

「
応
急
手
当
」
な
ど
の
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
本
部
分
団
に
よ
る

ポ
ン
プ
車
操
法
・
放
水
訓
練
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

Topics ～町の話題・投稿～

食
生
活
改
善
推
進
員
会
が
開
催

ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
講
座

　
　

月　

・　

日
、
乳
製
品
を
使
っ

１２

１６

１７

た
「
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
講
座
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
　

日
は
会
の
初
め
て
の
出
前
講
座

１６
と
な
る
野
木
小
学
校
の
家
庭
教
育
学

級
で
の
講
座
と
な
り
、
緊
張
と
期
待

で
い
っ
ぱ
い
の
中
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

小
学
１
年
生
の
保
護
者
の
方
や
、

役
員
の
方
、
そ
し
て
、
校
長
先
生
と

一
緒
に
実
習
を
し
ま
し
た
。
野
木
小

学
校
は
校
舎
が
新
し
い
だ
け
で
な
く
、

手
入
れ
が
行
き
届
い
て
い
て
、
床
な

ど
は
光
り
輝
い
て
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
、「
ト
マ
ト
チ

ー
ズ
う
ど
ん
」
や
「
さ
わ
や
か
ヨ
ー

グ
ル
ト
サ
ラ
ダ
」
な
ど
４
品
を
作
り
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
会
食
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

日
は
公
民
館
の
調
理
実
習
室
で

１７
の
実
習
で
、
広
報
な
ど
で
募
集
し
た

９
名
の
方
々
と
色
々
な
乳
製
品
を
使

っ
た
調
理
実
習
を
し
ま
し
た
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員
会
は
２
月
に

は
「
ヘ
ル
シ
ー
講
座
」
を
開
催
し
、

今
後
も
町
民
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り

を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

問
健
康
福
祉
課　

撒（　

）４
１
７
１

５７
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と
ち
ぎ
の
環
境
美
化
県
民
運
動 

功
労
団
体
表
彰
受
賞

　
　

月
４
日
、「
と
ち
ぎ
環
境
県
民
大

１２
会
」
に
て
、
野
木
町
平
成
会
様
が
「
と

ち
ぎ
の
環
境
美
化
県
民
運
動
」
功
労

団
体
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
自
然
環
境
美
化
を
図
る

と
と
も
に
、
明
る
く
住
み
よ
い
地
域

づ
く
り
の
た
め
、
町
内
の
不
法
投
棄

監
視
と
毎
月
２
回
の
不
法
投
棄
物
回

収
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
環
境
意
識

を
高
揚
・
啓
発
し
、
地
域
に
お
け
る

環
境
美
化
活
動
を
推
進
し
た
そ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な

っ
た
も
の
で
す
。



丸
林
保
育
所
お
ゆ
う
ぎ
会

　
　

月　

日
、
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
大
ホ

１２

１１

ー
ル
で
、
丸
林
保
育
所
の
お
ゆ
う
ぎ

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

舞
台
上
の

こ
ど
も
達
の

歌
や
踊
り
に
、

客
席
か
ら
は

惜
し
み
な
い

拍
手
が
贈
ら

れ
、
オ

ペ

レ

ッ
タ
の
見
事

な
演
技
に
は
、

思
わ
ず
感
嘆

の
声
が
あ
が

り
ま
し
た
。

針

谷

明

彦

氏

農

業

士

に

認

定

　

こ
の
た
び
針
谷
明
彦
氏
（
南
赤

塚
）
が
農
業
士
に
認
定
さ
れ
、
１
月

　

日
県
公
館
に
て
知
事
よ
り
認
定

１１証
書
の
交
付
を
受
け
ま
し
た
。

　

野
木
町
か

ら
農
業
士
が

誕
生
す
る
の

は
８
年
ぶ
り

の
こ
と
で
す
。

　

針
谷
氏
は
、

施
設
園
芸
を

中
心
と
し
た

農
業
経
営
を

行
う
と
と
も
に
、
J
A
お
や
ま
青
年

部
野
木
支
部
長
、
ト
マ
ト
部
会
幹
事

を
長
年
務
め
る
な
ど
、
多
方
面
に
わ

た
り
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
本
町
農
業
の
振
興
と
農
業

後
継
者
の
育
成
指
導
の
た
め
、
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
普
及
の
た
め
に

　

キ
ョ
ー
リ
ン
製
薬
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
株
式
会
社
様
か
ら
、
町
体
育
協

会
へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
毎
年
町
総
合
運
動
公
園
で

行
わ
れ
て
い
る
「
し
も
つ
け
サ
ッ
カ

ー
セ
ミ
ナ
ー
ｉ
ｎ
野
木
（
下
野
新
聞

社
主
催
）」に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
す
。
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
普
及
の
た
め
有
効

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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武

道

館

大

掃

除

　
　

月　

日
、
定
期
利
用
団
体
の
方

１２

２０

々
と
の
協
働
の
も
と
、
町
武
道
館
大

掃
除
を
行
い
ま
し
た
。
床
や
ガ
ラ
ス

は
も
ち
ろ
ん
、
壁
付
け
の
鏡
や
扇
風

機
な
ど
普
段
掃
除
で
き
な
い
よ
う
な

箇
所
も
き
れ
い
に
な
り
、
一
年
の
汚

れ
を
す
っ
か
り
落

と
す
事
が
出
来
ま

し
た
。
ご
参
加
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

大
変
お
疲
れ
様
で

し
た
。

南
赤
塚
学
童
保
育
室
建
設

　

南
赤
塚
学
童
保
育
室
の
４
月
開
設

に
向
け
て
、
南
赤
塚
小
学
校
東
側
に

新
築
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
　

月　

日

１２

１５

に
は
上
棟
と

な
り
、
町
長
・

教
育
長
に
よ

り
柱
に
工
事

中
の
安
全
祈

願
と
な
る
金

釘
が
打
た
れ

ま
し
た
。

　
問
こ
ど
も
教
育
課
撒（　

）４
１
８
３

５７

人  
権  
標  
語

　

そ
の
気
持
ち　

き
っ
と
届
く
よ　

み
ん
な
に
も

新
橋
小
学
校　
 
深
谷 　

ふ

か

や

 
麻
衣 

ま

い

　
　
　

（　

年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

２２

お
詫
び
と
訂
正

　

１
月
号
裏
表
紙
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
欄
で
、

お
名
前
が
「
永
峰　

美
好
さ
ん
」
と
あ
る
の
は
、

「
長
嶺　

美
芳
さ
ん
」
の
誤
り
で
す
。

　

ま
た
、　

頁
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実

１２

施
」
の
記
事
中
、
閲
覧
場
所
が
「
生
活
環
境

課
・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
と
あ
る
の
は
、「
各

担
当
課
・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
の
誤
り
で
す
。

　

ま
た
、　

月
号　

頁
「
町
内
の
交
通
事
故
」

１２

２７

「
町
内
の
犯
罪
発
生
件
数
」「
町
内
の
救
急
出

場
」
欄
に
「　

年
度
累
計
」
と
あ
る
の
は
、

２１

「　

年
度
累
計
」
の
誤
り
で
す
。

２２

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。



煉
瓦
窯
復
活
に
向
け
て

　

野
木
中
学
校
生
徒
会
様
、
南
赤
塚

小
６
年
生
一
同
様
よ
り
、
野
木
町
煉

瓦
窯
修
復
の
た
め
の
ご
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
煉
瓦
窯
復
活
に

向
け
た
活
動
が
、
町
内
の
各
学
校
で

も
こ
の
よ
う
に
活
発
化
し
て
い
る

こ
と
は
心
強
い
限
り
で
す
。
い
た

だ
い
た
寄
附
金

は
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

冬

の

訪

れ

　

野
木
の
冬
の
風
物
詩
、
伝
統
の
祭

り
「
提
灯
も
み
」
が　

月
３
日
、
野

１２

木
町
神
社
の
参
道
、
境
内
に
お
い
て

行
わ
れ
、
多
く
の
見
物
人
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

神
楽
殿
で
は
、
太
々
神
楽
が
奉
納

さ
れ
、
地
元
小
学
生
の
女
の
子
に
よ

る
「
五
行
の
舞
」
が
優
雅
に
舞
い
踊

ら
れ
ま
し
た
。

　

参
道
で
は
、
竹
竿
の
先
に
提
灯
を

つ
け
た
も
の
を
激
し
く
ぶ
つ
け
あ
う

「
提
灯
も
み
」
が
行
わ
れ
、
多
く
の

カ
メ
ラ
マ
ン
が
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン

ス
を
逃
す
ま
い
と
、
カ
メ
ラ
を
構
え

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
見
物
客
に
各
自
治

会
よ
り
温
か
い
お
で
ん
な
ど
が
ふ
る

ま
わ
れ
ま
し
た
。

Topics ～町の話題・投稿～
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【
投　

稿
】

一
秒
の
注
意
が
命
を
守
る

マ
ロ
ニ
エ
号
に
よ
る
交
通
安
全
教
室

　
　
　
　
　

潤
島
福
寿
会

　
　
　
　
　
　

副
会
長 
須
田
成
治

　
　

月　

日
〜　

日
ま
で
年
末
の
交

１２

１１

３１

通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
が
始
ま

り
ま
し
た
が
、
高
齢
者
の
死
亡
事
故

は
相
変
わ
ら
ず
多
発
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
潤
島
福
寿
会
で
は　

月
１２

７
日
・
潤
島
公
民
館
に
お
い
て
今
年

で
３
回
目
と
な
る
栃
木
県
交
通
安
全

協
会
の
出
前
型
交
通
安
全
教
育
車

「
マ
ロ
ニ
エ
号
」
に
よ
る
高
齢
者
の

た
め
の
交
通
安
全
講
習
会
を
開
き
ま

し
た
。
会
員　

名
の
出
席
で
「
交
差

４０

点
で
は
青
信
号
で
も
し
っ
か
り
確
認

す
る
こ
と
」「
夜
の
外
出
は
避
け
外
出

の
時
は
目
立
つ
服
装
、
白
か
黄
色
を

着
る
」「
反
射
材
を
つ
け
る
」「
道
路
は

斜
め
に
横
切
ら
な
い
」「
一
秒
の
注
意

が
尊
い
身
を
守
る
の
で
一
秒
を
大
事

に
」
な
ど
講
師
の
講
話
に
真
剣
に
聞

き
入
り
、
ス
ラ
イ
ド
上
映
も
あ
り
事

故
防
止
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
た
大

変
有
意
義
な
講
習
会
で
し
た
。

町内の救急出場

74
出場
件数５

月
累
計

69
搬送
人員

134
(20)

出場
件数
（増減）

　
　

年
度
累
計（
前
年
比
）

２２

125
(24)

搬送
人員
（増減）

町内の救急出場

61
出場
件数６

月
累
計

57
搬送
人員

195
(17)

出場
件数
（増減）

　
　

年
度
累
計（
前
年
比
）

２２

182
(25)

搬送
人員
（増減）

町内の救急出場

88
出場
件数７

月
累
計

81
搬送
人員

283
(35)

出場
件数
（増減）

　
　

年
度
累
計（
前
年
比
）

２２

263
(44)

搬送
人員
（増減）

町内の救急出場

91
出場
件数８

月
累
計

90
搬送
人員

374
(64)

出場
件数
（増減）

　
　

年
度
累
計（
前
年
比
）

２２

353
(75)

搬送
人員
（増減）

町内の救急出場

72
出場
件数９

月
累
計

64
搬送
人員

446
(74)

出場
件数
（増減）

　
　

年
度
累
計（
前
年
比
）

２２

417
(86)

搬送
人員
（増減）

町内の救急出場

77
出場
件数

　

月
累
計

１０

72
搬送
人員

523
(79)

出場
件数
（増減）

　
　

年
度
累
計（
前
年
比
）

２２

489
(90)

搬送
人員
（増減）

「
町
内
の
救
急
出
場
」一
部
訂
正

　

「
広
報
の
ぎ
」
７
〜　

月
号
の
「
町

１２

内
の
救
急
出
場
」
欄
に
掲
載
し
た
数

値
の
一
部
が
訂
正
に
な
り
ま
し
た
。

訂
正
後
の
数
値
は
次
の
と
お
り
で
す

（
変
更
の
あ
っ
た
部
分
を
赤
字
で
表

示
し
て
い
ま
す
）。

南赤塚小６年生
代表より町長へ

野木中学校生徒会
より町長へ

五
行
の
舞

提
灯
も
み
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Hiro column No.19Hiro column No.19

コラムひろコラムひろ
野木町長
真瀬宏子

町内の交通事故

５件数　

月
累
計

１２

０死者

６傷者

６０
(－３３)

件数
（増減）

　

年
累
計（
前
年
比
）

２２

１
(－１)

死者
（増減）

８３
(－３３)

傷者
（増減）

町内の救急出場

７５
出場
件数

　

月
累
計

１２

６７
搬送
人員

６６６
(８８)

出場
件数
（増減）

　
　

年
度
累
計（
前
年
比
）

２２

６１１
(８５)

搬送
人員
（増減）

町内の犯罪発生件数

２空き巣
　

月
累
計

１２ １自動車盗

１車上ねらい

１自転車盗

２０
(－２)

空き巣
（増減）

　

年
累
計（
前
年
比
）

２２

１１
(３)

自動車盗
（増減）

１８
(－２)

車上ねらい
（増減）

２９
(－５)

自転車盗
（増減）

１月１日現在
人口 男 １２,６２６人

女 １２,９９０人
計 ２５,６１６人

　世帯数　９,１４１

町の人口

伺ご提案やご意見をお寄せください外

　町政へのご提案やご意見をお寄せくださ

い。今後の新しいまちづくりの参考とさせ

ていただきます。

胸お手紙で

　宛先　〒３２９‐０１９５（住所不要）

　　　　野木町長　真瀬宏子　行

胸ファックスで　姉０２８０（５７）４１９０

胸メールで

　町ホームページトップページの

　「ご意見箱」をクリックしてください。

今月の納期

第８期

第８期

第８期

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者
医療保険料

日　時　２月２１日（月）

　　　　午後５時３０分～７時

会　場　役場本館１階第１会議室

申　込　不要（当日、会場にて記名）

　２月のマンデートークのテーマは、

　１月に引き続き

「煉瓦窯保存修復について」
　です。

　皆様のご意見を伺いたいと思いますので、ぜひ

ご参加ください。

　なお、テーマ以外のご意見については、当日別

に記入票をお渡ししますので、そちらにご記入く

ださい（ただし、事業関係の利害に関する事項は

ご遠慮願います）。

問政策課　　　　　　　　　　撒（５７）４１３３

煉瓦窯の保存修復費用として、

　皆様の寄附金・募金を受付けています。

産１２月３１日までにご協力いただいた寄附金・募金

　　　寄附金　　　　

　　　（内ふるさと納税　１,０３８，０００円）

　　　募　金

　　　　計　

　　

４，７４８，９３１円

４７０，０１１円

５，２１８，９４２円

野木町煉瓦窯野木町煉瓦窯をを
未来に残すために　　　　未来に残すために！！

問生涯学習課撒（５７）４１８８

　皆様、野木町役場正面玄関脇に設置し
ております案内カウンター〈きらり・ナ
ビ〉をご存じでしょうか？　もし、まだ
ご存じでない方は役場内に関するご質問
など、おいでの折にはぜひお立ち寄り下
さってお問い合わせいただければ幸いで
す。
　野木町では町民の皆様へ職員が明るく
対応出来ますように、
〈きらり・ナビ〉を職員
の研修も兼ねて始めま
した。そのため、現在
〈きらり・ナビ〉は職員
による当番制となっております。中には
ご不快やお叱りもちょうだいいたします
が、おおむね職員の真面目で丁寧な応対
に、感謝のお言葉やお礼等も多く寄せら
れております。このようなことは、職員
の励みにもなりますので、大変ありがた
いことだと思っております。あるご婦人
などは、「相続事務の事をどこに行って聞
いたらいいのか分からなくて戸惑ってい
る時に親切に教えてもらえた」と私の所
までお礼を言いに来て下さってかえって
こちらが恐縮してしまったこともありま
した。
　これからもさらによりよいサービスに
努力しますので、どうぞ〈きらり・ナビ〉
には、ぜひお気軽にお声かけ下さいます
ようお願いいたします。野木町役場の玄
関入り口がキラリと光り「他とは違うね」
と言われますように努力いたしますので
今後とも皆様のご指導をよろしくお願い
いたします。

〈きらり・ナビ〉につい〈きらり・ナビ〉についてて
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324
問問記記訪訪お達達者者ささ

ん
お達者さ

ん

ギャラリー

324
問問問問問問問問問問問問問問問問問記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記問問問問問問訪訪訪訪訪訪訪訪おおおおお達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者ささささささささささささささささ
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大塚　和子さん
Kazuko　Otsuka
（野木１の２）
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　素晴らしい人形たちを今に残した１９

世紀半ばのパリの人形工房。

　途絶えてしまった技法をそのままに、現

代の素材を使って再現するビス ク ドールを
（※）

つくって２５年になります。

　アンティークドールに魅了され、東洋の

島国の小さな町の一隅で、青い瞳の少女を

描くとき、時間はゆっくりと流れて、遙か

な人形の故郷へと繋がるようです。

　※ビスク＝二度焼きの磁器。アンティークドー

　　　　　　ルの頭部はビスクで作られている。

西 洋 人 形
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　昭和２３年に２３歳と２０歳で親の勧めるままに結婚しま
した。妻の兄の猛反対がありましが…。こんな田舎で
は苦労すると言うことだったんでしょうね。
　昭和３１年に川越へ。それから大宮、与野と転々とし、
昭和５０年に野木へ戻ってきました。野木が一番住みよ
いですよ。
　佐川野に親が残してくれた田畑があるので、せっせと
自転車で４．５㎞の道のりを通っています。田が１．６反、畑
は０．７反あるので、米やさまざまな野菜を作っています。
妻には、畑を固めるだけで邪魔になるので、来るなと言
ってあります。丹精して作った野菜を人にあげると喜
んでもらえるのが嬉しくてね。
　正月の２日には、子ども・孫・曾孫２０人程で集まり、
「一族のつどい」をやっています。毎年何も言わずとも
集まって来るんですよ。
　１月１日が妻の誕生日、私が３月１５日で、今年で二人
合わせて１７０回祝えるので、１８０回を目標に頑張ろうと思
っています。

稲荷谷
　

　現在「水辺の楽校」として整備され、

町民の憩いの場になっていますが、こ

の谷は最終氷河期の浸食によってでき

た支谷と呼ばれるもので、下流に行く

ほど大きくなっています。古河の総合

公園の辺りは最も大きな谷で、宇都宮

線まで伸びています。渡良瀬遊水地は

海面低下による浸食で現在より約２０ｍ

低くなっていたようで、思川の川面は

現在よりはるかに低く、台地との標高

差は２０ｍ以上あったと考えられます。

氷河期の
生き証人


